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まえがき 
 
 
 近年、住戸内の屋内配線に関しては，屋内配線用ユニットケーブル（以下ユニットケーブルという。）を利用して、

分岐過電流遮断器より配線器具及び負荷に至るまでの分岐回路への配線を実施する工法が普及している。 
 ユニットケーブルを使用しての配線に関しては、在来工法とは異なり、結線部分を工場内でモールド加工を行う

特性上、この部分で導通・絶縁抵抗等の確認作業を行うことが出来ない。このため、一部の施行現場に於いては、

ユニットケーブル布設後に発生した、ブレーカの遮断や照明がつかないといった不具合に関し、その対応・確認手

順が明確でなく、復旧に戸惑う事例が見受けられる。 
 本書は、ユニットケーブル布設後に発生した施工現場での不具合に関し、原因の切り分け及び対応方法につい

ての事例を紹介し、ユニットケーブルによる屋内配線工法が更に利用しやすいものとなることを目的として作成し

たものである。 
 
 
 
 
 

目次 
 
№ 不具合の現象 
1 分電盤の分岐ブレーカが遮断する 
2 分電盤の分岐ブレーカを ONにしたが，通電しない 
3 分電盤の漏電遮断器が作動して回路を遮断 
4 照明や換気扇などの負荷が常時点灯／連続動作若しくは動作しない／誤動作する。 
5 スイッチ付の器具側ケーブルでスイッチを切っても電圧（20～45V）を検知する 
6 ホタルスイッチを“切”の状態で負荷器具を取り外し，テスターにて，電圧測定すると電圧がある。 
7 ケーブル長が足りない 
8 絶縁抵抗が低い 
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N
o.

 
不
具
合
の
現
象

想
定
さ
れ
る
原
因

現
場
で
の
確
認
内
容

1 

分
電
盤
の
分
岐
ブ
レ
ー
カ
が
遮
断

す
る

遮
断
す
る
分
岐
ブ
レ
ー
カ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル

又
は
接
続
し
て
い
る
器
具
の
電
源
線
間
が
短
絡
し
て
お
り
，
具
体
的

原
因
と
し
て
は
，
以
下
の
不
具
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
ス
イ
ッ
チ
器
具
へ
コ
ン
セ
ン
ト
用
ケ
ー
ブ
ル
が
接
続
さ
れ
て
い
る

②
釘
・
ビ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
ル
の
打
ち
込
み
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
の
線
間
短

絡

③
金
属
貫
通
部
の
開
口
部
エ
ッ
ジ
が
ケ
ー
ブ
ル
へ
食
い
込
み
，
線

間
短
絡
さ
せ
て
い
る

④
接
続
し
て
い
る
器
具
の
同
相
側
（
電
源
端
子
と
送
り
端
子
）
へ
電

圧
側
線
と
接
地
側
線
が
接
続
さ
れ
て
い
る

⑤
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
延
長
（
も
し
く
は
分
岐
）
接
続
を
行
っ
た
箇
所
の
線

間
絶
縁
が
不
十
分

遮
断
す
る
分
岐
ブ
レ
ー
カ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
又
は
接
続
し
て
い
る
器
具
に
つ
い
て
，
次
の
手
順
で
調
査
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
分
岐
回
路
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
を
全
て

O
FF
に
し
て
遮
断
動
作
が
発
生
す
る
か
確
認
す
る

※
 
特
定
の
ス
イ
ッ
チ
を

O
N
に
し
た
時
の
み
遮
断
が
発
生
す
る
場
合
は
，
当
該
ス
イ
ッ
チ
の
点
滅
系
統
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
接
続
し
て
い
る

器
具
に
つ
い
て
調
査
す
る

②
ケ
ー
ブ
ル
毎
に
，
識
別
表
示
（
線
番
号
等
）
と
接
続
し
て
い
る
器
具
と
の
組
合
せ
，
及
び
接
続
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
，
器
具
接
続
を
解
除
し

て
ゆ
く

※
 
あ
る
器
具
を
外
し
た
時
に
症
状
が
変
化
（
遮
断
が
発
生
し
な
く
な
る
）
し
た
場
合
は
，
そ
の
器
具
に
つ
い
て
調
査
を
行
う

③
器
具
接
続
を
全
て
解
除
し
て
も
遮
断
動
作
が
発
生
す
る
場
合
は
，
各
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
，
目
視
，
触
手
，
引
張
等
の
手
段
及
び
配
線
経
路

に
よ
り
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
可
能
性
を
判
断
す
る

④
損
傷
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
順
に
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
ﾞ部
近
傍
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
，
症
状
の
変
化
を

確
認
す
る
 
（
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

※
 
切
断
後
，
遮
断
動
作
が
発
生
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
，
直
前
に
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及
び
内
容

を
確
認
す
る

⑤
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
て
も
遮
断
動
作
が
発
生
す
る
場
合
は
，
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
近
傍
で
切
断
す
る

（
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

※
 
切
断
後
も
遮
断
動
作
が
発
生
す
る
場
合
は
，
電
源
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及
び
内
容
を
確
認
す
る

⑥
  
⑤
ま
で
の
手
順
を
実
施
し
た
後
，
遮
断
動
作
が
発
生
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
側
に
残
っ
て
い
る
電
源
ケ
ー

ブ
ル
の
端
末
よ
り
線
芯
間
の
絶
縁
を
測
定
し
，
絶
縁
不
良
状
態
で
あ
れ
ば
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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N
o.

 
不
具
合
の
現
象

想
定
さ
れ
る
原
因

現
場
で
の
確
認
内
容

分
電
盤
の
分
岐
ブ
レ
ー
カ
を

O
N

に
し
た
が
，
通
電
し
な
い

分
電
盤
内
の

O
N
に
し
た
分
岐
ブ
レ
ー
カ
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
及

び
そ
れ
ら
の
接
続
に
て
次
の
不
具
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

分
電
盤
内
の

O
N
に
し
た
分
岐
ブ
レ
ー
カ
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
及
び
そ
れ
ら
の
接
続
に
つ
い
て
，
次
の
調
査
・
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

(1
) 
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の

全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
へ

通
電
し
な
い
。

①
O

N
に
し
た
分
岐
ブ
レ
ー
カ
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
電
源
ケ
ー
ブ
ル

の
接
続
漏
れ
，
又
は
ビ
ス
の
締
め
忘
れ

②
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
電
源
ケ
ー
ブ
ル
に
，
不
具
合
の
現
象

(2
)項
の

原
因
が
推
定
さ
れ
る

①
分
岐
ブ
レ
ー
カ
と
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
漏
れ
の
有
無
を
確
認
す
る

②
分
岐
ブ
レ
ー
カ
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
接
続
部
で
の
ビ
ス
の
締
め
忘
れ
，
ビ
ス
の
緩
み
等
の
有
無
を
確
認
す
る

2 

(2
) 
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の

一
部
の
ケ
ー
ブ
ル
へ

通
電
し
な
い
。

①
壁
穴
を
開
け
る
際
に
鋸
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
切
断

②
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
釘
・
ビ
ス
の
打
ち
込
み
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
導
体
切

断

③
荷
重
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
導
体
の
切
断

④
ケ
ー
ブ
ル
延
長
配
線
時
の
接
続
漏
れ

①
調
査
・
確
認
で
き
る
範
囲
で
，
通
電
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
配
線
経
路
に
沿
っ
て
，
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
，
釘
・
ビ
ス
の
打
ち
込
み
の
有
無
を
目
視
・
触

手
，
引
張
等
の
手
段
に
て
確
認
・
調
査
す
る

②
ケ
ー
ブ
ル
の
延
長
配
線
を
実
施
し
た
場
合
は
，
延
長
配
線
の
接
続
漏
れ
の
有
無
を
確
認
・
調
査
す
る

以
上
の
調
査
に
て
，
原
因
箇
所
が
発
見
さ
れ
れ
ば
，
不
具
合
部
分
を
取
り
除
き
，
延
長
配
線
等
で
処
置
し
て
下
さ
い
。

原
因
箇
所
が
発
見
で
き
な
け
れ
ば
，
以
下
の
調
査
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

③
通
電
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
近
傍
で
切
断
し
，
不
具
合
原
因
が
モ
ー
ル
ド
部
側
か
，
ケ
ー
ブ
ル
側
か
の
切
り
分

け
を
行
う
 
（
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

・
 
切
断
後
，
テ
ス
タ
ー
等
で
，
電
源
ケ
ー
ブ
ル
と
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
モ
ー
ル
ド
側
及
び
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
モ
ー
ル
ド
側
と
先
端
側

(器
具
接
続
側

)で
導
通
の
有
無
を
調
査
す
る
。

 

上
記
手
順
の
調
査
を
実
施
し
て
も
不
具
合
箇
所
が
特
定
で
き
ず
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
内
部
に
て
導
通
が
な
い
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

3 

分
電
盤
の
漏
電
遮
断
器
が
作
動

し
て
回
路
を
遮
断

漏
電
遮
断
器
の
作
動
は
下
記
不
具
合
に
よ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

①
鉄
骨
系
住
宅
で
鉄
骨
の
角
で
ケ
ー
ブ
ル
が
外
傷

②
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
等
の
電
気
機
器
の
取
り
付
け
ビ
ス
が
ケ
ー
ブ
ル
を

貫
通

③
浴
室
な
ど
の
水
周
り
で
，
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ル
の
強
い
打

ち
込
み

④
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
ル
の
打
ち
込
み
で
の
絶
縁
体
の
傷
つ

け
に
よ
る
絶
縁
低
下

⑤
屋
外
の
器
具
か
ら
の
漏
電

⑥
使
用
し
な
く
な
っ
た
コ
ン
セ
ン
ト
用
ケ
ー
ブ
ル
等
を
端
末
処
理
す
る

こ
と
な
く
屋
根
裏
に
放
置
し
ケ
ー
ブ
ル
端
末
が
鉄
骨
に
接
触
し
て

漏
電

分
岐
ブ
レ
ー
カ
を
全
て

O
FF
に
し
て
か
ら
順
次
再
投
入
し
，
漏
電
回
路
を
特
定
し
た
後
，
次
の
手
順
で
調
査
・
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

 
①
漏
水
に
よ
る
屋
外
照
明
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
の
シ
ョ
ー
ト
の
有
無
確
認
を
す
る

②
変
更
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
端
末
処
理
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
を
す
る

上
記
以
外
は
，

N
o.

1 
①
～
⑥
と
同
様
の
対
応
と
す
る
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N
o.

 
不
具
合
の
現
象

想
定
さ
れ
る
原
因

現
場
で
の
確
認
内
容

対
象
の
ス
イ
ッ
チ
が
含
ま
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の
電
源
線
が
接

続
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
有
り
ま
す
。

対
象
の
ス
イ
ッ
チ
が
含
ま
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
正
常
に
分
岐
ブ
レ
ー
カ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

対
象
の
器
具
若
し
く
は
器
具
を
制
御
す
る
ス
イ
ッ
チ
に
，
以
下
の
不
具

合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
器
具
自
身
の
故
障
・
異
常
若
し
く
は
配
線
間
違
い

②
ス
イ
ッ
チ
自
体
の
故
障
・
異
常
若
し
く
は
配
線
間
違
い

③
接
続
し
た
ス
イ
ッ
チ
の
種
類
間
違
い

①
動
作
し
な
い
負
荷
自
身
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い

(ア
) 
照
明
の
場
合
は
，
電
球
の
ゆ
る
み
・
球
切
れ
な
ど
が
な
い
か
確
認

(イ
) 
ケ
ー
ブ
ル
の
器
具
へ
の
接
続
状
態
・
接
続
端
子
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

(ウ
) 
正
常
動
作
が
確
認
さ
れ
て
い
る
器
具
と
交
換
し
て
確
認

②
対
象
器
具
へ
接
続
さ
れ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
に
異
常
が
無
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

(ア
) ス
イ
ッ
チ
が
複
数
個
集
合
し
て
同
一
プ
レ
ー
ト
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
，
ス
イ
ッ
チ
間
の
渡
り
配
線
の
漏
れ
，
差
込
位
置
間
違
い
が
な

い
か
確
認

(イ
) ス
イ
ッ
チ
の
器
具
へ
の
接
続
状
態
・
接
続
端
子
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

 
(ウ

) 正
常
動
作
が
確
認
で
き
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
に
交
換
し
て
確
認

 
③
ユ
ニ
ッ
ト
配
線
図
を
確
認
し
，
接
続
さ
れ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
の
種
類
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

4 
照
明
や
換
気
扇
な
ど
の
負
荷
が

常
時
点
灯
／
連
続
動
作
若
し
く
は

動
作
し
な
い
／
誤
動
作
す
る
。

（
ス
イ
ッ
チ
が
機
能
し
な
い
）

配
線
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
間
違
い
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
想
定
外
の
照
明
が
点
灯
）

各
負
荷
若
し
く
は
対
象
の
ス
イ
ッ
チ
に
配
線
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
表
面
に
印
字
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
番
号
と
ケ
ー
ブ
ル
番
号
を
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ー
ブ
ル
配
線
図
と
対
比
し
，
配
線
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。
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N
o.

 
不
具
合
の
現
象

想
定
さ
れ
る
原
因

現
場
で
の
確
認
内
容

ス
イ
ッ
チ
へ
配
線
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
に
釘
打
ち
等
に
よ
る
損
傷

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

＜
ス
イ
ッ
チ
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
も
関
わ
ら
ず
，
常
時
点
灯

/連
続
動
作
状
態
の
場
合
＞

 
対
象
の
ス
イ
ッ
チ
へ
配
線
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
に
釘
・
ビ
ス
等
の
打
ち
込
み
に
よ
り
短
絡
の
可
能
性
が
有
り
ま
す
。
以
下
の
手
順
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
イ
ッ
チ
に
配
線
さ
れ
て
い
る
各
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
，
目
視
，
触
手
，
引
張
な
ど
の
手
段
及
び
配
線
経
路
に
よ
り
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
可
能

性
を
判
断
す
る
。

②
損
傷
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
順
に
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
ﾞ部
近
傍
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
，
切
断
し
た
ケ
ー

ブ
ル
の
線
間
の
導
通
を
確
認
す
る
。

 
（
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

導
通
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及
び
内
容
を
確
認
す
る

③
対
象
の
回
路
に
配
線
さ
れ
て
い
る
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
，
同
様
に
導
通
の
有
無
を
確
認
す
る
。

④
対
象
回
路
で
ス
イ
ッ
チ
に
配
線
さ
れ
て
い
る
，
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
で
導
通
が
無
い
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
結
線
図
と
比
較
を
行
い
な
が

ら
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
間
で
導
通
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
結
線
図
と
導
通
状
態
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＜
ス
イ
ッ
チ
の
Ｏ
Ｎ
に
も
関
わ
ら
ず
，
点
灯
し
な
い

/動
作
し
な
い
状
態
の
場
合
＞

 
対
象
の
ス
イ
ッ
チ
回
路
に
配
線
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
に
釘
・
ビ
ス
等
の
打
ち
込
み
に
よ
り
断
線
の
可
能
性
が
有
り
ま
す
。
以
下
の
手
順
で
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
イ
ッ
チ
に
配
線
さ
れ
て
い
る
各
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
，
目
視
，
触
手
，
引
張
な
ど
の
手
段
及
び
配
線
経
路
に
よ
り
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
可
能

性
を
判
断
す
る
。

②
損
傷
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
順
に
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
ﾞ部
近
傍
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
，
切
断
し
た
ケ
ー

ブ
ル
の
各
々
の
コ
ア
で
導
通
を
確
認
し
。
断
線
の
有
無
を
確
認
す
る
。

 
（
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

断
線
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及
び
内
容
を
確
認
す
る
。

③
対
象
の
回
路
に
配
線
さ
れ
て
い
る
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
，
同
様
に
断
線
の
有
無
を
確
認
す
る
。

④
対
象
回
路
で
ス
イ
ッ
チ
に
配
線
さ
れ
て
い
る
，
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
で
断
線
が
無
い
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
結
線
図
と
比
較
を
行
い
な
が

ら
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
間
で
導
通
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
結
線
図
と
導
通
状
態
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

5 

ス
イ
ッ
チ
付
の
器
具
側
ケ
ー
ブ
ル

で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
も
電
圧
（
20

～
45

V
）
を
検
知
す
る

 

ス
イ
ッ
チ
側
ケ
ー
ブ
ル
～
器
具
側
ケ
ー
ブ
ル
の
渡
り
線
芯
は
，
電

源
線
芯
の
い
ず
れ
に
も
接
続
さ
れ
て
な
い
導
体
で
あ
る
た
め
，
並
行
布

設
線
芯
（
活
線
）
か
ら
の
静
電
誘
導
に
よ
り
中
間
電
位
（
0～

10
0V
の

範
囲
）
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

計
測
電
圧
は
，
配
線
条
件
や
計
測
器
の
内
部
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
，
「
数
Ｖ
～
数
十

V
」
の
電
圧
が
計
測
さ
れ
ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
電
圧
計
は
入
力
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
高
い
た
め
，
比
較

的
高
い
電
圧
が
計
測
さ
れ
ま
す
。

①
入
力
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
異
な
る
計
測
器
（
デ
ジ
タ
ル
テ
ス
タ
と
ア
ナ
ロ
グ
テ
ス
タ
等
）
で
測
定
し
て
異
な
る
値
に
な
れ
ば
静
電
誘
導
に
よ
る
も

の
で
す
。

②
電
球
な
ど
の
負
荷
を
接
続
す
る
と
器
具
の
内
部
抵
抗
を
介
し
て
接
地
側
電
源
線
に
接
続
さ
れ
る
た
め
，
器
具
側
ケ
ー
ブ
ル
端
末
で
の
計
測

電
圧
は
，
ほ
ぼ
「
0V
」
に
な
り
ま
す
。

③
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
特
有
の
現
象
で
は
な
く
，
在
来
工
法
で
も
同
様
に
電
圧
が
計
測
さ
れ
ま
す
。

対
地
電
圧
1
0
0
V
の
活
線
と
Ｍ
Ω
オ
ー
ダ
ー
で
絶
縁
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
，
仮
に
渡
り
線
芯
の
導
体
に
触
れ
て
も
感
電
す
る
お
そ
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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N
o.

 
不
具
合
の
現
象

想
定
さ
れ
る
原
因

現
場
で
の
確
認
内
容

6 

ホ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
を
“
切
”
の
状
態

で
負
荷
器
具
を
取
り
外
し
，
テ
ス
タ

ー
に
て
，
電
圧
測
定
す
る
と
電
圧

が
あ
る
。

感
電
な
ど
の
恐
れ
が
な
い
の
か

ホ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
内
部
は
，
ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
と
共
に
直
列
抵
抗
が
接

続
さ
れ
て
い
る
た
め
，
テ
ス
タ
ー
の
内
部
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
と
の
分
圧
比

に
よ
り
電
圧
（
50
～

80
V
）
が
現
れ
ま
す
。

 

人
体
へ
流
れ
る
通
過
電
流
は
最
大

0.
3m

A
で
あ
り
，
感
電
す
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
➣

 J
IS

 T
10

22
 病
院
電
気
設
備
の
安
全
基
準
，
解
説
に
て
｢人
間
の
最
小
感
知
電
流
は

1m
A
程
度
で
あ
る
｣と
記
載
。

 

7 

ケ
ー
ブ
ル
長
が
足
り
な
い

ケ
ー
ブ
ル
長
さ
が
短
い
場
合
は
下
記
不
具
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
モ
ー
ル
ド
取
り
付
け
位
置
が
配
線
図
と
異
な
る
位
置
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る

②
配
線
上
の
経
路
及
び
立
ち
下
げ
位
置
が
異
な
る

③
ケ
ー
ブ
ル
長
さ
が
短
い

ケ
ー
ブ
ル
長
さ
が
短
い
場
合
は
，
次
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
配
線
図
に
指
示
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ル
ド
取
り
付
け
位
置
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
を
す
る

②
配
線
上
の
経
路
及
び
立
ち
下
げ
指
示
箇
所
通
り
に
配
線
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
す
る

③
ケ
ー
ブ
ル
長
さ
の
実
測
確
認
を
す
る

8 

絶
縁
抵
抗
が
低
い

絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
は
，
下
記
の
不
具
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
端
末
処
理
の
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
り
，
端
末
部
で
絶
縁

抵
抗
が
低
下
し
て
い
る
。

※
屋
外
配
線
（
門
灯
等
）
用
の
ケ
ー
ブ
ル
な
ど

②
ケ
ー
ブ
ル
が
外
部
か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
，
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
絶
縁

抵
抗
が
低
下
し
て
い
る
。

※
備
え
付
け
の
家
具
等
（
下
足
入
・
洗
面
ユ
ニ
ッ
ト
・
仕
切
り
壁
な
ど
）

絶
縁
抵
抗
の
低
い
回
路
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
，
次
の
手
順
で
調
査
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
分
岐
回
路
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
を
全
て

O
FF
に
し
て
絶
縁
抵
抗
を
確
認
す
る
。

※
 
特
定
の
ス
イ
ッ
チ
を

O
N
に
し
た
時
の
み
絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
は
，
当
該
ス
イ
ッ
チ
の
点
滅
系
統
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
接
続
し
て
い
る

器
具
に
つ
い
て
調
査
す
る

②
ケ
ー
ブ
ル
毎
に
，
識
別
表
示
（
線
番
号
等
）
と
接
続
し
て
い
る
器
具
と
の
組
合
せ
，
及
び
接
続
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
，
器
具
接
続
を
解
除
し

て
絶
縁
抵
抗
を
確
認
す
る
（
※
器
具
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
の
原
因
の
切
り
分
け
）

③
器
具
接
続
を
全
て
解
除
し
て
も
絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
は
，
各
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
，
目
視
，
触
手
，
引
張
等
の
手
段
及
び
配
線
経
路
に
よ

り
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
可
能
性
を
判
断
す
る

④
損
傷
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
順
に
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
ﾞ部
近
傍
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
，
絶
縁
抵
抗
を
確

認
す
る
 
（
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

※
 
切
断
後
，
絶
縁
抵
抗
の
低
下
が
発
生
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
，
直
前
に
切
断
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及

び
内
容
を
確
認
す
る
（
※
モ
ー
ル
ド
部
と
ケ
ー
ブ
ル
の
原
因
の
切
り
分
け
）

⑤
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
て
も
絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
は
，
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
近
傍
で
切
断
し
，
絶
縁
抵

抗
を
確
認
す
る
（
切
断
は
再
接
続
が
可
能
な
箇
所
で
行
う
）

※
 
切
断
後
も
絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
は
，
電
源
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
，
不
具
合
箇
所
及
び
内
容
を
確
認
す
る

⑥
 ⑤
ま
で
の
手
順
を
実
施
し
た
後
，
絶
縁
抵
抗
の
低
下
が
発
生
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
，
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
ー
ル
ド
部
側
に
残
っ
て
い
る
電

源
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
よ
り
，
モ
ー
ル
ド
内
部
の
絶
縁
抵
抗
を
確
認
し
，
絶
縁
抵
抗
が
低
い
場
合
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。




